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ジオパークのガイドマップにおける多重光源陰影段彩図の有効性ー茨城県

北ジオパーク構想を例にー

Effectiveness of color hillshade with multiple light sources for geopark

guide maps : A case of the North Ibaraki Geopark Project
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　日本国内では2018年時点で44地域のジオパークが認定され，それぞれのジオパークでは地域の特徴的な地

形や地質を見処としたジオサイトの紹介や，教育や観光への活用を目的とした多数のガイドマップが作成され

ている．それらのガイドマップは，ユーザーが理解しやすい地形や地質情報が重要視され，高精度の標高

データを利用したものや，GISによる地形解析結果を使用した地形表現が採用されているガイドマップも存在

する． 

 

　茨城県北部を対象とした茨城県北ジオパーク構想においても，過去にジオサイトマップを作成している

が，地形や地質表現は必ずしも十分なものではなかった．そこで筆者らは，地形や地質を空間的に理解しやす

い地形表現を検討し，本ジオパーク構想のジオサイトにおけるガイドマップの改訂を試みた．地形表現は，地

図情報を表示しても見やすく実用的であること，また，ガイドマップとしての美しさと親しみやすさも要求さ

れることを踏まえて陰影段彩図を適用することとし，縮尺や地域的特徴によって単光源，多重光源，多重光源

疑似陰影の３種類を検討した．本発表ではその取り組みと，地形表現および地図表現について報告する． 
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